
 

  但馬空港ターミナル株式会社は、建設工事及び測量・建設コンサルタント等業務の最低制限価格に

 おいて、開札まで、発注者側も含め誰も知り得ないよう、最低制限基本価格に「ランダム係数】を

 乗じ、最低制限価格を設定します。

 刻 み：0.00001

  している最低制限価格とします。

 ３ ランダム係数

   「0.99950」から「1.00050」までの「0.00001」刻みの数値101通りとします。

ランダム係数表

 範 囲：0.99950～1.00050

101 1.00050

1.00039

91 1.00040

86 1.00035

87 1.00036

88 1.00037

83 1.00032

84 1.00033

 １ 適用時期

   令和６年11月1日入札公告分から採用。

   最低制限価格を決定する際の最低制限基本価格は、但馬空港ターミナル株式会社が現在算出
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最低制限価格を決定する際のランダム係数の導入について

 ２ 最低制限基本価格
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  最低制限基本価格にランダム係数を乗じた金額が、最低制限価格の設定範囲（予定価格に

 75/100～92/100を乗じた価格の範囲）外の場合は、75/100又は92/100の金額を最低制限価格

 とします。（図１参照）

   最低制限基本価格に対し、「0.99950」から「1.00050」の範囲で、「0.00001」刻みの101通り

  のランダム係数を乗じた金額を最低制限価格とします。

【図１】

最低制限基本価格×ランダム係数＝最低制限価格（円未満は切捨て）

 【工事の場合】

0.99950

予定価格

 予定価格の100分の75の金額を

 最低制限価格とする

 計算された金額を最低制限

 価格とする

※ ランダム範囲：最低制限価格にランダム係数を乗じて
         計算される金額の範囲

1.00050
0.99950

係数
0.99950

係数

 予定価格の100分の92の金額を

 最低制限価格とする

0.99950
係数

範

囲

⑤

1.00050
係数

係数

ラ

ン

ダ

ム

範

囲

④

ラ

ン

ダ

ム

係数

ラ

ン

ダ

ム

範

囲

②
係数

100分の92

予定価格の

予定価格の

100分の75

最

低

制

限

価

格

の

設

定

範

囲

1.00050

係数
0.99950

係数
1.00050

範

囲

③

ラ

ン

ダ

ム

ラ

ン

ダ

ム

範

囲

①

 ４ ランダム係数による最低制限価格の設定

【工事の場合】

1.00050

係数



   入札案件ごとに、上記３のランダム係数表に対応した1から101の番号が付された番号札を、

  中が見えない抽選箱に入れて番号札を１枚引きます。選ばれた番号に対応したランダム係数と

    ① 職員が、番号札が101個あることを入札参加者に見せて、抽選箱に入れます。

    ② 抽選者が、抽選箱の中から番号札を１枚引きます。

    ③ 抽選者は引いた番号札を職員に手渡し、職員が番号札に記載の番号を入札参加者に

      見えるように掲げて、番号を読み上げます。

    ④ 職員が、掲示したランダム係数表の該当番号に印を付けるとともに、ランダム係数

      を読み上げて発表します。

 ７ ランダム係数決定の流れ

  （1）ランダム係数の抽選者の選定

    入札参加者から、ランダム係数の抽選を行う者（抽選者）を決めます。

    ※ 希望者が複数いる場合にはくじで決定します。

    ※ 希望者がいない場合は、職員が行います。

  （2）ランダム係数の抽選

最低制限価格決定

開    札

落 札 者 決 定

ランダム係数

開札前にランダム係数を

乗じ最低制限価格を決定

入    札

（契約担当者）

 ①予定価格

 ②最低制限基本価格 等

 予定価格調書作成

 ６ 入札公告から落札者決定までの流れ

入 札 公 告

（入札参加申込み）

  します。

 ５ ランダム係数の決定方法



      １枚引きます。

     ※3 ランダム係数によって落札の可能性がある者が１者のみ（同額で複数者の場合

        も同じ）の場合は、ランダム係数を最小の係数（0.99950）に再決定します。

                       （再抽選は行いません。）

       但し、工事の場合は、最低制限価格を最低制限価格の設定範囲内の金額とします。

    イ ランダム係数に関わらず落札者が存在せず、かつ予定価格を超える入札者が存在し

         ない場合は入札不調とします。

  （2）決定したランダム係数により求められる最低制限価格以上かつ予定価格以下の入札者

      がない場合

    ア ランダム係数によって落札者が存在するとき （※1）はランダム係数を再決定します。

       （※2）（落札者が決まるまで繰り返す）（※3）

     ※1 図１のランダム範囲の着色部分に落札者が存在するときをいう。

     ※2 予定価格を超える入札者が存在していても再入札は行いません。

 ８ 落札者決定の流れ

    ② 初回の番号札の番号より、小さい数字の番号札を有効とします。

    ③ 職員が、掲示したランダム係数表の該当番号に、再決定とわかるよう印を付けると

      ともに、ランダム係数を読み上げて発表します。

    ウ ランダム係数に関わらず落札者が存在せず、かつ予定価格を超える入札者が存在す

         る場合は、予定価格を超える入札者のみで再入札を行います。この場合初回入札と

         同様の手続き（但し、ランダム係数の再抽選は行わない）を繰り返します。

  （3）ランダム係数の再決定方法

    ① 初回ランダム係数決定の際に使用した抽選箱を使用し、初回の抽選者が番号札を

  （1）決定したランダム係数により求められる最低制限価格以上かつ予定価格以下の入札者

      がある場合

    ア 入札価格の最も低い者を落札者とします。

    イ 最も低い者が複数の場合はくじにより決定します。


